
表 1440　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前アルブミン濃度(g/dL)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前アルブミン
濃度

なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

1.5未満 16 1 17 4 21
（％） (94.1) (5.9) (100.0)
1.5～ 82 1 83 13 96
（％） (98.8) (1.2) (100.0)
2.0～ 326 8 2 2 338 5 40 383
（％） (96.4) (2.4) (0.6) (0.6) (100.0)
2.5～ 1,156 21 3 4 1 1,185 23 170 1,378
（％） (97.6) (1.8) (0.3) (0.3) (0.1) (100.0)
3.0～ 3,118 118 4 20 4 3,264 59 457 3,780
（％） (95.5) (3.6) (0.1) (0.6) (0.1) (100.0)
3.5～ 4,773 260 6 32 38 5,109 128 645 5,882
（％） (93.4) (5.1) (0.1) (0.6) (0.7) (100.0)
4.0～ 1,721 97 2 5 21 1,846 62 199 2,107
（％） (93.2) (5.3) (0.1) (0.3) (1.1) (100.0)
4.5～ 105 7 1 1 1 115 3 11 129
（％） (91.3) (6.1) (0.9) (0.9) (0.9) (100.0)
5.0～ 6 6 6
（％） (100.0) (100.0)
合計 11,303 512 16 65 67 11,963 280 1,539 13,782
（％） (94.5) (4.3) (0.1) (0.5) (0.6) (100.0)

記載なし 886 13 3 902 24 2,422 3,348
（％） (98.2) (1.4) (0.3) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 3.49 3.62 3.47 3.48 3.80 3.50 3.60 3.45 3.49

標準偏差 0.51 0.42 0.53 0.49 0.41 0.50 0.45 0.51 0.51

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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